
（７）津駅周辺道路空間の検討状況について

津駅東口（県道）の全景歩道空間拡張のイメージ図 路上カーシェアリングの様子



津駅周辺道路空間の検討経緯

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の策定（津市）令和７年８月公表



津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）
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県道津停車場線
歩行空間の拡張と空間の利活用

津駅周辺の将来イメージ



津駅周辺道路空間の検討状況今年度の取組概要について

【市】東西自由通路の位置について

鉄道事業者と協議

東西自由通路

【市】西口駅前広場の詳細設計を実施

西口駅前広場

【県】駅周辺の公共交通の補完のため、

県道等に路上カーシェアリングを

配置する社会実験を実施

県道津停車場線

路上カーシェアリング
社会実験イメージ図

整備コンセプト【西口】

整備コンセプト【東口】
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津駅西口駅前広場の整備イメージ

東口駅前広場

【市】交通ターミナル上部空間の活用等にか

かる官民連携導入可能性調査を実施

【国】交通拠点に求められる機能の必要性を

ふまえた機能強化の方向性を整理

（バスタプロジェクト）

広域交通拠点のイメージ 官民連携による
複合建築物のイメージ

東西自由通路のイメージ

【県】歩道拡張後の活用主体・活用方針

等に関する聞き取り
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歩行者の賑わいや滞留の強化歩道空間拡張の検討について

・活用主体の掘り起こし ⇒ 組織化・自走化

・活用方針の決定（関係者との調整）

・歩道拡張空間に必要な機能の決定

県道津停車場線における社会実験

・車線数減に伴う交通への大きな影響（速度低下や滞留）はなかった
⇒ ほこみち導入に向けたハード整備の可能性

・道路空間再編により賑わいの創出が図れた
・実験エリアを面的に広げた結果、滞留・回遊性の強化が図れた
⇒ 津駅のポテンシャルの高さとニーズの把握

・路上カーシェアリングは、公共交通機関を補完する交通手段としての
ニーズは非常に高いことが確認できた
⇒ 交通結節機能強化施策の１つとして取り込める可能性

成果

R８～ 拡張後の活用方法等に関する調査

活用主体の掘り起こしや活用方法の検証などを目的とした社会実験を実施

■継続した賑わいを創出できるハード整備（歩道拡張案）

■継続した賑わいを創出できるマネジメント（民間活力）

検討課題



津駅周辺道路空間の検討状況について今後の歩道空間拡張の検討

今後の予定

まちづくりの方針をふまえた道路空間の再編検討を国・市と連携して進めます

令和８年度

■社会実験の継続

■社会実験の継続

・活用主体の組織化、自走化に向けた支援

・拡張した空間に配置する機能の検討

・日常的な公共空間利活用による機運醸成

■歩道拡張の詳細設計
■デザイン検討

イメージ

出典：「ソルトレークシティ道路類型」草案（2021年6月）

道路空間の活用イメージ

・活用主体の掘り起こし

・歩道拡張後の活用方針検討

・拡張した空間に必要な機能の検討

・日常的な公共空間利活用による

機運醸成

活用主体による清掃活動

出典：東京都足立区HP

歩道拡張工事 ⇨ 民間主体による道路空間の活用 ⇨ 賑わいの継続

＜目標＞



賑わいの社会実験について

継続した賑わいの創出

⇒ 活用主体の掘り起こし、活用方針の検討

今後の検討課題

【参考】歩行者の賑わいや滞留の強化

社会実験の概要



交通結節機能の強化路上カーシェアリング社会実験について

設置検討（設置可否、設置場所など）と安全対策

⇒ 施設の運営・維持管理も視野に入れた検討

今後の検討課題
その他利用者からの声

社会実験の概要

【参考】
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